
事業概要

１．予 算

令和元年度予算額

県当初予算額 １兆４，６０３億円 （平成３０年度当初予算比１.０１倍）

土木部当初予算額 ２，８０２億円 （平成３０年度当初予算比１.２５倍）

会津若松建設事務所当初予算額 Ｒ元 ３５４億円（工事費ベース）
（Ｈ３０ ２６８億円）（平成３０年度当初予算比１．３２倍）
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29
最終 最終 最終 最終 最終 最終 最終 当初 最終 当初 最終

現年予算 94 125 118 114 118 119 187 154 202 176

繰越予算 25 37 67 60 54 54 53 114 113 178

計 119 162 185 174 172 173 240 268 315 354

年度
H30 R元

※予算については、工事費ベースとし、H23～H29は最終予算額、
H30の最終予算及びR元の当初予算は予定額を記載。
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事務所予算の推移

■ 現年予算(当初) ■ 繰越予算(当初)

■ 現年予算(最終) ■ 繰越予算(最終)



会津らしい歴史・文化を活かした産業振興と

おもてなしのまち（地域）づくりを進め、復興を支援します。

～「新生ふくしま」の実現に向けて、会津から元気発信～

冬の只見線

郷土料理「こづゆ」

大俵引き（会津坂下町）

沼沢湖（金山町） 鶴ヶ城（会津若松市）

工人まつり（三島町）

事業概要

２．基本方針

主要な業務運営目標 ～実現に向けて～

（１）地域の安全・安心な
生活を支える基盤づくり

（２）地域の産業振興を支援し、
様々な交流を促進するみちづくり

（３）豊かな自然や美しい風景、歴史・文化など
地域の特性を活かした
おもてなしのまち（地域）づくり

法用寺の三重塔
（会津美里町）
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事業概要

３．平成３０年度完了の主な事業

平成３０年度完了の主な事業

位 置 図

施工前 施工後

●只見川筋（大沼郡金山町大字大塩地内）【土倉工区】

（２）事業概要
事業着手 平成２７年度
事業完了 平成３０年度
計画内容 護岸基礎工、法覆護岸工

擁壁護岸工、排水構造物工
付帯道路工、付帯道路施設工

（１）事業の目的
新潟・福島豪雨では甚大な浸水被害が発

生したことから、県民の安全安心を確保す
るため、河川改修により浸水対策を図りま
す。

土倉工区 L=54.6m
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事業概要

至 柳津町

●県道柳津昭和線（河沼郡柳津町大字大成沢） 【大成沢工区】

26

（２）事業概要
事業着手 平成２５年度
事業完了 平成３０年度
計画内容 改良工

L=450m
W=6.0(9.0)m

（１）事業の目的
現道は幅員が狭く、すれ違いが困難となっており、走りにくい道となっているため、現

道の拡幅を行い、安全で円滑な交通を確保します。

全体計画 L=450m W=6.0(9.0)m

至昭和

位 置 図

施工前

施工後

至 柳津町

平成３０年度完了の主な事業



事業概要

●県道柳津昭和線（大沼郡昭和村大字小野川地内）【小野川工区】

27

（２）事業概要
事業着手 平成２1年度
事業完了 平成３０年度
計画内容 防雪柵工

L=476m
Ｈ＝5.0ｍ

（１）事業の目的
県道柳津昭和線は、柳津町と昭和村を結ぶ唯一の生活路線でもあるとともに、冬期間

通行止めとなる国道４０１号の代替え路線でもある重要な路線です。
冬期間は、東の強風による地吹雪が発生し、車輌の通行に支障をきたしており、防雪

柵を設置することにより、冬期間における通行車輌の安全確保に寄与します。

至 柳津町

防雪柵

全体計画 L=476m

施工前

位 置 図

至 柳津町

施工後 施工後

至 柳津町

平成３０年度完了の主な事業



事業概要
（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

①会津地域の「命を守る道路」を確保します。

●国道１１８号（会津若松市門田町） 【門田２工区】
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位置図挿入

（２）事業概要
事業着手 平成２７年度

事業完了 ２０２０年代初頭

計画内容 道路改良工 Ｌ=680m W=6.5(18.0)m

消雪工 Ｌ=573.2m

散 水 Ｌ=419.1m

無散水 Ａ=1,767.5m2

横断歩道橋工 Ｌ=18.7m W=1.5m

（１）事業の目的
対象箇所は道路幅員、歩道幅員ともに狭小

で、朝夕通勤時は交通渋滞が著しく、通学児
童が危険な状態となっています。

そのため本事業により、交通渋滞緩和と安
全な走行・歩行空間を確保します。

（３）令和元年度の事業内容

道路改良工 L=１８0m
横断歩道橋工 Ｎ=１箇所

○現場のポイント
現道交通及び通学児童の通学経

路を確保するとともに、沿道から
の出入り等に配慮して安全に工事
を行います。

広幅員化と消融雪施設の整備に
より、安全で快適な歩行空間を創
出します。

位 置 図

４．実現に向けて（令和元年度主要事業）

至 南会津町

用
地
買
収

工事前

位置図挿入

全体計画 L=680m W=6.5(18.0)m

現在の状況

至 南会津町

（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり



事業概要

①会津地域の「命を守る道路」を確保します。

（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

写真挿入

国道４９号

喜多方
会津坂下線

位 置 図

現在の状況

至 新潟

●県道喜多方会津坂下線（河沼郡会津坂下町字古町川尻）【緑町工区】

至 喜多方

至 郡山

至 喜多方

至 新潟

至 郡山
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（２）事業概要
事業着手 平成２４年度
事業完了 令和元年度
計画内容 交差点改良工

L=310m
W=6.0(12.0)m

（１）事業の目的
朝夕の通勤時間帯は右折車が滞留し、交通渋滞や交通事故の危険性が高くなっています。

本地区の周辺には、坂下小学校、坂下保育所や役場など、主要な公共施設が点在しており、
歩道整備の必要性があります。

国で実施する国道４９号拡幅工事と併せて、交差点を改良することで、交通渋滞や交通事
故を解消します。

（３）令和元年度の事業内容

舗装工
Ｌ＝241m
Ｗ＝6.0(12.0)m
Ａ＝1,500ｍ２

朝夕の通勤時間

歩行者の様子

緑町工区 L=310m W=6.0(12.0)m全体計画 L=310m W=6.0(12.0)m

平成3１年度 L=241m



事業概要

位 置 図

現在の状況

●県道浜崎高野会津若松線（河沼郡湯川村大字浜崎地内）【浜崎工区】

（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

①会津地域の「命を守る道路」を確保します。

（２）事業概要
事業着手 平成２５年度
計画内容 改良工

L=600m
W=6.0(10.0)m

（１）事業の目的
現道の幅員が非常に狭く、車両のすれ違い、歩行者の通行に支障をきたしています。ま

た、クランク箇所があるなど、幅員の狭さに加えて道路線形も悪い箇所のため、道路の改
良工事を行います。

（３）令和元年度の事業内容

道路計画策定 Ｎ＝１式

写真挿入

至 塔寺

至 浜崎

写真挿入

至 赤留

至 浜崎

至 会津若松

クランク箇所

30

浜崎工区 L=600m W=6.0(10.0)m全体計画



事業概要

●熊の目浜崎線（河沼郡湯川村大字浜崎地内）【熊ノ目工区】

（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

○会津地域の「命を守る道路」を確保します。

（２）事業概要
事業着手 平成３０年度
事業完了 令和３年度
計画内容 防雪柵工

L=5５0m
Ｈ＝3.5m

（１）事業の目的
県道熊の目浜崎線は、勝常小学校の通学路でもあり,欠かすことの出来ない重要な路線で

す。
冬期間は,地吹雪による視界不良が発生し,車輌の通行に支障をきたしており、仮設防護柵も

老朽化が著しいことから防雪柵を設置することにより、冬期間における通行車輌の安全確保
に寄与します。

（３）令和元年度の事業内容

防雪柵工 L=２６０m
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至 湯川村

至 会津若松

全体計画 L=550m

仮設防雪柵

仮設防雪柵

施工前の状況
位 置 図



事業概要

①会津地域の「命を守る道路」を確保します。

（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

位 置 図

●県道会津若松三島線（大沼郡柳津町大字久保田） 【久保田工区】

位置図挿入

至 会津若松

至 三島
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（２）事業概要
事業着手 平成２１年度
計画内容 改良工

L=３６0m
W=4.0(5.0)m

（１）事業の目的
久保田集落付近には観光地があり、バスな

どの大型車両が通行する一方で、現道は幅員
が狭くすれ違いが困難となっており、走りに
くい道となっています。

本事業により、困難な車のすれ違いを緩和
いたします。

（３）令和元年度の事業内容

地すべり調査 Ｎ＝１式
用地補償 Ｎ＝１式

○現場のポイント
１.５車線計画に基づき一定の場

所の幅員を広げることで、車両の
交互通行や安全性の確保が期待で
きます。

全体計画 L=３６0m W=4.0(5.0)m

現在の状況①

現在の状況②

写真②

写真①



事業概要

●国道２５２号（河沼郡柳津町大字細八地内） 【細八工区】

（１）地域の安全・安心な生活基盤を支える基盤づくり
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（２）事業概要
事業着手 平成2９年度
計画内容 改良工

L=220m
W=6.5(13.0)m

（１）事業の目的
当該区間は、歩道が未整備区間であり、走行車両と通学児童との交通事故の危険性

が高くなっています。歩道を整備することで走行車両と歩行者を分離し、交通事故の
危険性を解消します。

（３）令和元年度の事業内容

歩道工
Ｌ＝80m

位 置 図

至 只見町

現在の状況

至 会津若松市

柳津小学校

全体計画 L=220ｍ W=6.5(13.0)ｍ

至 会津若松市

至 只見町

①会津地域の「命を守る道路」を確保します。

平成31年度 L=80ｍ



事業概要

①会津地域の「命を守る道路」を確保します。

（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

位 置 図

現在の状況

●県道会津若松三島線（大沼郡三島町大字大谷） 【大谷工区】

至 会津若松

至 会津若松
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（１）事業の目的
現道は幅員が狭く、すれ違いが困難とな

っています。過去の土砂崩落により近隣の
集落が孤立状態になったこともあり、住民
の安全な生活・交通確保のために道路改良
を行います。

（２）事業概要
事業着手 平成２５年度
計画内容 改良工

Ｌ=1,100m
Ｗ=6.0(8.0)m

（３）令和元年度の事業内容

用地補償 N=1式

○現場のポイント
工事着手に向けて、用地補償を

推進します。

全体計画L=1,100m W=6.0（8.0）m



事業概要

①会津地域の「命を守る道路」を確保します。

（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

位 置 図

●県道滝谷桧原線（大沼郡三島町大字桧原） 【桧原バイパス】

位置図挿入

至 会津若松

至 桧原

至 滝谷全体計画 L=1,100m W=6.0(8.0)m

（２）事業概要
事業着手 平成２４年度
計画内容 改良工

Ｌ=1,100m
Ｗ=6.0(8.0)m
トンネルL=約750ｍ

（１）事業の目的
本路線は急カーブと急勾配のため、通行に支障をきたしています。また、平成２２

年５月に金山町玉梨地内で発生した落石による国道４００号の全面通行止めの際には
、本路線が迂回路となり、その重要性が改めて認識されました。このため、国道４０
０号の代替路線としての機能強化を図るため、バイパスの整備を行います。

（３）令和元年度の事業内容

用地補償
トンネル詳細設計

○現場のポイント
トンネル等の詳細設計を進めると共
に用地買収を進めます。

現在の状況
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事業概要

●中川大栗山線（大沼郡金山町大字中川地内）【中川工区】

（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

①会津地域の「命を守る道路」を確保します。

（２）事業概要
事業着手 平成１３年度
計画内容 改良工

L=2,20２m
W=6.0(8.0)m

（１）事業の目的
中川大栗山線の現道は急峻・急カーブ

で幅員が狭く、すれ違いが困難となって
おり、走りにくい道となっています。

道路改良により、安全安心な道づくり
を目指します。

（３）令和元年度の事業内容

橋梁下部工 N =１基
橋梁上部工 L =123.0ｍ

W=6.0（8.0）ｍ

○事業の効果
本箇所は、JR只見線会津中川駅の正

面に位置する自然環境に恵まれた路線
であり、沿線には、妖精の眠る沼沢湖
や国道252号の道の駅「奥会津かねや
ま」等が存在し、多くの観光客に利用
されることが期待できます。

位置図挿入

現在の状況

全体計画 L=2,20２m W=6.0(8.0)m

位 置 図

至 国道２５２号

工事状況

至 会津若松

工事状況

2号橋
Ｌ=123ｍ

至 只見

至 只見
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事業概要

①会津地域の「命を守る道路」を確保します。

（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

位 置 図

現在の状況

至 大内

●県道大内会津高田線（大沼郡会津美里町冨川）【宮瀬橋】
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（２）事業概要
事業着手 平成２５年度
計画内容 改良工

L=990m
W=6.0(10.0)m

（１）事業の目的
県道大内会津高田線は、下郷町と会津美里町を結ぶ重要な路線です。
宮瀬橋は、幅員が狭く高欄も低い状況にあるので、通学路に指定されていません。その

ため、バイパス（新橋梁）を整備することにより、児童の通学路の確保及び車輌の安全な
通行を図ります。

（３）令和元年度の事業内容
橋梁下部工 N=5基
道路改良工 L=２７０ｍ
用地補償 N=１式

○現場のポイント
今年度より、本工区の中心となる（仮称）宮
瀬橋の工事に着手します。

一部改良区間

至 大内

全体計画L=990m W=6.0(10.0)m



事業概要

②自然災害へ備えるため、計画的な河川改修や砂防施設を整備します。

（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

浸水状況（昭和６１年）

●只見川【河川】（会津坂下町、柳津町、三島町、金山町）

（３）令和元年度の事業内容

築堤護岸工 N=5地区
河道掘削工 Ｎ=１地区
調査、測量設計、用地補償

工事中の状況

位 置 図

被災状況

（２）事業概要
事業着手 平成２７年度
事業完了 概ね３０年間
計画内容 只見川 外 Ｎ=２０箇所

築堤工、宅地嵩上工

（１）事業の目的
平成２３年７月の新潟・福島豪雨は、過去最大規模の雨量となり、甚大な浸水被

害が発生しました。県民の安全安心を確保するため、河川改修により浸水対策を図
ります。

38

浸水状況



事業概要

②自然災害へ備えるため、計画的な河川改修や砂防施設を整備します。

（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

●只見川【河川】（会津坂下町）

○令和元年度の事業内容

築堤護岸工 N=1地区（片門地区）
用地補償

○事業概要
事業着手 平成２7年度
事業完了 概ね30年間（只見川全流域）
計画内容 片門地区 築堤護岸工

●只見川【河川】（柳津町）

○事業概要
事業着手 平成２7年度
事業完了 概ね30年間（只見川全流域）
計画内容 柳津地区 外3地区

築堤護岸工、河道掘削工、
宅地嵩上工

○令和元年度の事業内容

築堤護岸工 N=1地区（柳津地区）
測量、設計、用地補償

●只見川【河川】（三島町）

○事業概要
事業着手 平成２7年度
事業完了 概ね30年間（只見川全流域）
計画内容 小和瀬地区 外1地区

築堤護岸工、宅地嵩上工

○令和元年度の事業内容

築堤護岸工 N=1地区（小和瀬地区）
測量、設計、用地補償

●只見川【河川】（金山町）

○事業概要
事業着手 平成２7年度
事業完了 概ね30年間（只見川全流域）
計画内容 西谷地区 外12地区

築堤護岸工、河道掘削工
宅地嵩上工

○令和元年度の事業内容

築堤護岸工 N=2地区
（橋立地区、湯倉地区）

河道掘削工 Ｎ＝1地区（中西部地区）
測量、設計、用地補償
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事業概要

②自然災害へ備えるため、計画的な河川改修や砂防施設を整備します。

（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

●湯川【河川】（会津若松市）

（３）令和元年度の事業内容
河道開削工 湯川：L=1,035.0 m

古川：L=1,500.0 m

（２）事業概要
事業着手 平成２６年度
事業完了 令和元年度予定
計画内容 河道開削 湯川：L=1.9km

古川：L=1.5km

（１）事業の目的
洪水防御のため、川底の土砂を掘削することにより河積を拡大し、浸水被害の防

止を図ります。
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事業実施状況

河道開削工
湯川：Ｌ＝1.9km

河道開削工
古川：Ｌ＝1.5km

位 置 図

工事後（H30施工） ＪＲ只見線より上流工事前 ＪＲ只見線より上流



事業概要

②自然災害へ備えるため、計画的な河川改修や砂防施設を整備します。

（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

浸水状況（昭和６１年）

●旧湯川支川溷川【河川】（湯川村、会津若松市）

重
点
整
備
区
間

会津医療センター

溷川

会津若松IC

磐越自動車道

至 郡山

至

喜
多
方

（３）令和元年度の事業内容

溷川
樋管工 N = 5基
河道開削工 L = 1,200ｍ
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（２）事業概要
事業着手 平成９年度
事業完了 ２０２０年代後半
計画内容 旧湯川 L=９，４００m

河道掘削工、築堤工、護岸工
溷 川 L=８，２６０ｍ

河道掘削工、築堤工、護岸工

（１）事業の目的
昭和61年、平成８年の大雨により、谷沢川及び金山川合流付近等で浸水被害が

発生したため、河川改修を実施しています。

全景写真

工事状況



事業概要

②自然災害へ備えるため、計画的な河川改修や砂防施設を整備します。

（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

●藤川【河川】（会津若松市 会津美里町）

（３）令和元年度の事業内容
用地測量、地質調査、設計
河道掘削

（２）事業概要
事業着手 平成21年度
事業完了 ２０２０年代初頭
計画内容 築堤工・護岸工 L=2,200m

（１）事業の目的
堤防の嵩上げや拡幅等の河川改修により洪水からの浸水被害防止を図ります。

位 置 図

藤川 事業区間 L=2,200m

藤川全景

鶴沼橋

藤川

会津美里町

会津若松市
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事業概要

②自然災害へ備えるため、計画的な河川改修や砂防施設を整備します。

（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

●土砂災害防止法（※正式名称「土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律」）

出典：国土交通省 水管理・国土保全局 土砂災害防止法の概要
http://www.mlit.go.jp/river/sabo/sinpoupdf/gaiyou.pdf

◆土砂災害警戒情報に関する情報は、当事務所又は、ホームページでご覧になれます。

・会津若松管内の基礎調査結果：当事務所ホームページ
http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41340a/kisochousakekka-aizuwakamatsu.html
・土砂災害警戒区域等指定箇所：福島県砂防課ホームページ
http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41045c/

土石流 急傾斜地の崩壊 地すべり

山腹が崩壊して生じた土石等
又は渓流の土石等が水と一体
となって流下する自然現象

傾斜度が３０度以上である
土地が崩壊する自然現象

土地の一部が地下水等に
起因して滑る自然現象又
はこれに伴って移動する
自然現象
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対象箇所数 基礎調査済 住民説明会済 区域指定済

511 511 496

（100% ） （100% ） （97% ）
511

○会津若松建設事務所管内の状況（平成31年３月末見込み）

土砂災害防止法とは、土砂災害から国民の生命を守るため、土砂災害のおそれのある
区域について危険の周知、警戒避難態勢の整備、住宅等の新規立地の抑制、既存住宅の
移転促進等のソフト対策を推進しようとするものです。



事業概要

②自然災害へ備えるため、計画的な河川改修や砂防施設を整備します。

（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

西田面沢

避難場所
湊公民館

災害時要配慮者利用施設
「特別養護老人ホーム 絆」

避難場所
湊小学校

国道294号 渓流に土砂が堆積
↓

次期降雨で流出のおそれ

位 置 図

渓流状況

至 白河

全景写真

●西田面沢 砂防 （会津若松市湊町）

至 国道49号
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（３）令和元年度の事業内容

砂防えん堤工 １基（３号沢）
Ｌ＝５６．０ｍ Ｈ＝９．０ｍ

災害時要配慮者利用施設
「湊しらとり保育園」

（２）事業概要
事業着手 平成２３年度
事業完了 ２０２０年代後半
計画内容 砂防えん堤工 ３基

（１）事業の目的
豪雨出水時に発生する土石流から災害時要配慮者利用施設（特別養護老人ホーム、

保育園）、避難所及び人家等を保全するため、砂防えん堤を整備しています。

完了状況（２号沢１号）

２号沢１号(完了)２号沢２号(未施工)

３号沢(施工中)

２号沢１号(完了)

２号沢２号(未施工)３号沢(施工中)



事業概要

②自然災害へ備えるため、計画的な河川改修や砂防施設を整備します。

（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

位 置 図

渓流状況

全景写真

●院内沢 砂防 （会津若松市東山町地内）
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（３）令和元年度の事業内容
地質調査、詳細設計
用地測量、用地補償

（２）事業概要
事業着手 平成２８年度
事業完了 ２０２０年代後半
計画内容 砂防えん堤工 ２基

（１）事業の目的
豪雨出水時に発生する土石流から人家及び道路を保全するため、砂防えん堤を整備

しています。

院内沢

県道湯川大町線

至東山温泉



事業概要

②自然災害へ備えるため、計画的な河川改修や砂防施設を整備します。

（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

位 置 図

渓流状況

全景写真

●慶山沢 砂防 （会津若松市東山町地内）
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（３）令和元年度の事業内容
用地測量
用地補償

（２）事業概要
事業着手 平成２４年度
事業完了 ２０２０年代後半
計画内容 砂防えん堤工 ２基

（１）事業の目的
豪雨出水時に発生する土石流から災害時要配慮者利用施設（ケアホーム、グループ

ホーム、小学校）、避難場所及び人家等を保全するため、砂防えん堤を整備していま
す。

慶山沢



事業概要
（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

②自然災害へ備えるため、計画的な河川改修や砂防施設を整備します。

●香塩地区【急傾斜】（会津若松市大戸町大字上三寄香塩地内）
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香塩地区

位 置 図

（３）令和元年度の事業内容
詳細設計、用地測量
崩壊防止施設工着手

（２）事業概要
事業着手 平成３０年度
事業完了 ２０２０年代初頭
計画内容 崩壊防止施設工 L=１１３．５m

（１）事業の目的
本箇所は、土砂災害特別警戒区域内に災害時要配慮者利用施設があり、また市の地域

防災計画上、避難所となっていることから、異常気象や地震によりがけ崩れが発生した
際、避難困難となるため急傾斜地崩壊防止施設を整備します。

全 景 写 真至 会津若松

至 下郷

市立大戸中学校 斜面状況



事業概要

②自然災害へ備えるため、計画的な河川改修や砂防施設を整備します。

（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

●坊が沢 砂防えん堤【砂防】（河沼郡会津坂下町大字気多宮）

（３）令和元年度の事業内容

砂防えん堤本体工着手

主要地方道 会津坂下山都線

位 置 図

坊が沢
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土砂流出状況

渓流状況

（２）事業概要
事業着手 平成２７年度
事業完了 ２０２０年代初頭
計画内容 砂防えん堤工 １基

渓流保全工 Ｌ＝80.0ｍ

（１）事業の目的
豪雨出水時に発生する土石流から人家及び道路を保全するため、砂防えん堤を

整備しています。



事業概要
（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

②自然災害へ備えるため、計画的な河川改修や砂防施設を整備します。

●木置沢 砂防 （大沼郡昭和村大字小野川）

木置沢
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位 置 図

（３）令和元年度の事業内容
砂防えん堤工
Ｌ＝４２．０ｍ Ｈ＝８．７ｍ
下流取付工
Ｌ＝６３．７ｍ

渓岸浸食状況

（２）事業概要
事業着手 平成１７年度
事業完了 令和元年度
計画内容 砂防えん堤工 H=11.5m L=93.0m

（１）事業の目的
豪雨出水時に発生する土石流から人家及び道路を保全するため、砂防えん堤を整備し

ています。

国道４０１号

小野川
集落

A=0.55Km2

③

①

②

④

木置沢

至 柳津

至 会津若松

全景写真

木置沢 砂防えん堤（工事状況）



事業概要
（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

②自然災害へ備えるため、計画的な河川改修や砂防施設を整備します。

至 会津若松

●御伊勢ノ宮沢渓流保全工【砂防】 （大沼郡昭和村大字小野川）

至 柳津

御伊勢ノ宮沢
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位 置 図

（３）令和元年度の事業内容

渓流保全工 Ｌ＝６６．４ｍ

全景写真

小野川
集落

国道４０１号

（２）事業概要
事業着手 平成２０年度
事業完了 ２０２０年代初頭
計画内容 渓流保全工 L=３５６．０m

（１）事業の目的
豪雨出水時に発生する土石流から人家及び道路を保全するため、渓流保全工を整備し

ています。

土砂流出状況

御伊勢ノ宮沢 渓流保全工

至 柳津

至 会津若松

完了箇所の状況



事業概要

②自然災害へ備えるため、計画的な河川改修や砂防施設を整備します。

（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

●川向地区【急傾斜】（大沼郡昭和村大字松山）

（３）令和元年度の事業内容

擁壁工 L=120m

工事前の状況
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（２）事業概要
事業着手 平成22年度
事業完了 ２０２０年代初頭
計画内容 擁壁工 L=250m

（１）事業の目的
異常気象時や地震時にがけ崩れが発生する危険性が大きいことから、擁壁の施

工により人命を守るとともに、避難路が寸断され孤立することを防ぎます。

位 置 図

工事後の状況

川向地区 事業箇所

※この地図は、国土地理院長の承認を得て、
同院発行の５万分の１地形図を複製したものである。
（承認番号 平27東複、第48号）



事業概要

②自然災害へ備えるため、計画的な河川改修や砂防施設を整備します。

（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

●天沼沢外 えん堤改築工【砂防】（大沼郡会津美里町大字松坂）

（３）令和元年度の事業内容

天沼えん堤 砂防えん堤改築工 １式
博士えん堤（仮称）砂防えん堤改築工 １式

位置図

側面図基礎洗掘状況

堆砂状況（満砂）

天沼えん堤

博士えん堤（仮称）

垂直壁

腹付コンクリート

既設砂防えん堤
水叩き

間詰め

（２）事業概要
事業着手 平成２８年度
事業完了 ２０２０年代初頭
計画内容 砂防えん堤改築工 ２基

（１）事業の目的
砂防えん堤の基礎が洗掘を受けていることから、安全な河川の流水を確保でき

る構造にするため、砂防えん堤を改築しています。
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※この地図は、国土地理院長の承認を得て、
同院発行の５万分の１地形図を複製したものである。
（承認番号 平27東複、第48号）



事業概要

③公共土木施設等を適正に維持管理し、生活の安全・安心を守ります。

（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

●冬期交通の確保・除雪体制の充実

●道路パトロール・道路維持補修による維持管理

○事業の目的
国・県道５８路線５４3kmの除雪作業

を実施し、冬期間の安全な交通を確保し
ています。

道路パトロール ○道路維持補修
道路の異常等を日常的に確認し、交通に支障を

及ぼさないよう対応しています。

【路肩の除草】【舗装の穴埋め作業】

市街地の除雪・排雪状況

車道除雪状況

歩道除雪状況
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背景

契約方法

中山間地域の
高齢化

建設企業の
弱体化

地域力の低下

奥会津の地域の安全安心を守る

～維持管理や防災活動を存続で
きる体制の確保～

モデル事業の試行
平成21年度から

一括発注・通年契約
（H25からは複数年）

◆新たな方式
（複数年契約）＋（一括発注）

＋（共同受注）

［契約期間］
（複数年契約）

４
月

４
月

３
月

３
月

［委託業務の統合化］
道路維持補修業務委託

＋ 舗装修繕業務委託
＋ 除雪業務委託

＋ 河川維持管理委託
＋ 構造物等の管理点検

＋ 地すべり防止施設の
点検清掃 外
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平成29年度から

本格実施

事業概要

③公共土木施設等を適正に維持管理し、生活の安全・安心を守ります。

（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

●中山間地域道路等維持補修業務委託

○事業の目的
宮下土木事務所管内は、地形的にほとん

どが中山間地に位置し、山村振興、過疎、
特別豪雪の特殊立法指定地域に指定されて
います。加えて、高齢化や過疎化の進行や
建設業を取り巻く環境の中で、中山間地特
有の課題を克服し、引き続き道路や河川等
を良好な状態に保ち、防災活動を持続でき
る体制を確保し、地域住民の安全安心を確
保を図ります。

H31から
新たに追加



位 置 図

維持管理状況
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H23.7 新潟・福島豪雨
国道252号の道路崩壊に対する対応

道路崩壊により通行止め

至只見

12日後に片側交互通行

至只見

道路除雪

橋梁雪庇落とし

災害時の緊急対応

点検結果を踏まえ清掃を道路維持補修業務委託
で実施。漏水による桁や沓の腐食を予防。

構造物等簡易点検

H29 橋面の排水点検



事業概要

③公共土木施設等を適正に維持管理し、生活の安全・安心を守ります。

（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

●舗装補修
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国道１１８号
（会津若松市大戸町大字芦牧地内）

熊の目浜崎線
（湯川村大字三川地内）

国道２５２号
持寄工区（柳津町）

○事業の目的
舗装のひび割れや轍（わだち）掘れで車が通行する時に騒音・振動が発生しているので、

補修（再舗装）を行い、周辺の生活環境改善と円滑な交通を確保します。

施工前 完了

施工前 完了

施工前 完了



事業概要
（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

●橋梁補修

【橋梁補修の流れ】 ※(主)喜多方会津坂下線 八千代橋 （会津坂下町）

③公共土木施設等を適正に維持管理し、生活の安全・安心を守ります。

○事業の目的
老朽化により補修の必要な橋について、舗装工事や塗装工事などにより、リニューアル

を図ります。

②補修箇所の確認 ③補修施工を行い完了①橋梁点検を定期的に実施
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国道252号 越川橋

(主)会津若松三島線 蟹川橋



事業概要
（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

●消雪施設更新

③公共土木施設等を適正に維持管理し、生活の安全・安心を守ります。

○事業の目的
冬期間に稼働する消雪施設について、老朽化等により修繕が必要な箇所を更新します。
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国道252号
川口工区（金山町）

会津坂下会津高田線
本町工区（会津坂下町）

施工前 施工後

施工前 施工後



事業概要
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（１）地域の安全・安心な生活を支える基盤づくり

③公共土木施設等を適正に維持管理し、生活の安全・安心を守ります。

（２）事業概要
事業着手 平成２４年度
事業完了 令和５年度
計画内容 バリアフリー化、給湯設備設置

便器、洗面台の新設等

位 置 図（１）事業の目的
「福島県県営住宅改善事業の基本方針」

に基づき、県営住宅の長寿命化リフォーム
を行い、安全・安心で快適な住まいづくり
を進めます。

整備前

●県営住宅改善工事（対馬館団地）【内部改善】

整備後（イメージ）

昭和５０年代建設のため、住居内の老朽化
設備水準の低下が進んでいます。

ユニットバスの設置、便器・洗面台新設、
手摺設置等の改修工事を実施しています。

〇事業の効果
住居内の段差が解消されると共に老朽化

していた給排水管などが更新され、台所・
洗面・浴室のお湯がリモコンスイッチで使
用できるようになります。

対馬館団地



（２）地域の産業振興を支援し、様々な交流を促進するみちづくり
事業概要

（２）地域の産業振興を支援し、様々な交流を促進するみちづくり

○交流促進のため、横断軸や会津軸の強化を図ります。

●国道１１８号（会津若松市神指町中四合）【若松西バイパス】
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（２）事業概要
事業着手：昭和63年度
事業完了：令和元年度
計画内容：改良工 L=6,800m W=13.0(25.0)m

（１）事業の目的
国道１１８号（若松西バイパス）は、広域的に

は、県土の骨格となる6本の連携軸の会津軸を形
成し、近隣県と連携することで東日本大震災から
の復興を強力に支援するとともに、会津若松市に
おいては、中心市街地部の交通混雑の緩和、「会
津若松ＩＣ」への連絡強化や、緊急輸送道路第一
次確保路線としての機能を担うことで、都市内交
通の安全かつ円滑化に寄与することを目的として
います。

（３）令和元年度の事業内容

防雪柵設置工 Ｌ＝８００ｍ

○現場のポイント
平成28年12月26日、県道 会津若松三

島線から県道 橋本会津高田線間が部分供
用。そして、平成31年3月23日、残る国
道49号までの区間約1.7ｋｍが開通し、
バイパスの全区間が供用しました。

今後は冬期の安全な通行を確保するた
め、防雪柵工の設置工事を行います。工
事は、地域の土地利用や通学路としての
利用状況等に配慮し、安全・安心・確実
に行います。

１工区
Ｌ=１９６０ｍ
平成12年度供用（
4車）

３工区
Ｌ=２６４０m
平成22年度供用
（4車）

国
道
１
１
８
号
若
松
西
バ
イ
パ
ス

延
長

６
８
０
０
ｍ

Ｒ49交差点

県道会津若松会津高田線交差点

会津若松三島線
神指
城跡

阿賀川新橋梁

会津若松三島線 阿賀川新橋梁工区

県道会津若松三島線交差点

２工区
Ｌ=２２００m
事業中

Ｒ401交差点

延長 Ｌ＝2,400ｍ

Ｒ１１８
若松西ＢＰ

位 置 図

写真挿入

神指
城跡

会津若松三島線
（阿賀川新橋梁）

国道４９号

若松西バイパス

全景写真

県道橋本会津高田線

国道４９号

平
成

3
1
年

3
月

2
3
日

供
用

現在の状況



事業概要

●会津若松三島線（会津若松市北会津町蟹川） 【阿賀川新橋梁】

（２）地域の産業振興を支援し、様々な交流を促進するみちづくり

○交通ネットワークの構築を図ります。
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（２）事業概要
事業着手 平成20年度
計画内容 改良工

L=2,400m
W=6.5(11.0)m

（１）事業の目的
現道の蟹川橋は道幅が狭く、渋滞がひど

いため、通行の支障となっています。本橋
梁により国道４９号と接続することで会津
若松市の中心部と旧北会津村を連絡する道
路となります。

（３）令和元年度の事業内容

用地補償
N ＝ 1式

１工区
Ｌ=１９６０ｍ
平成12年度供用（4
車）

３工区
Ｌ=２６４０m
平成22年度供用（4
車）

国
道
１
１
８
号
若
松
西
バ
イ
パ
ス

延
長

６
８
０
０
ｍ

Ｒ49交差点

県道会津若松会津高田線交差点

会津若松三島線
神指
城跡

阿賀川新橋梁

会津若松三島線 阿賀川新橋梁工区

県道会津若松三島線交差点

２工区
Ｌ=２２００m
事業中

Ｒ401交差点

延長 Ｌ＝2,400ｍ

Ｒ１１８
若松西ＢＰ

位 置 図

蟹川橋

現在の状況

全景写真

写真挿入

神指
城跡

会津若松三島線
（阿賀川新橋梁）

国道４９号

若松西バイパス



事業概要
（２）地域の産業振興を支援し、様々な交流を促進するみちづくり

●会津縦貫北道路 若松北バイパス（会津若松市）

○交通ネットワークの構築を図ります。
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（１）事業の目的
会津縦貫北道路は、「福島県総合計画（ふくしま新生プラン）」及び「福島県復興計画（第

２次）」の「県土連携軸・交流ネットワーク基盤強化プロジェクト」に位置づけられ、県土の
骨格となる６本の連携軸の一つである会津軸の役割を担う地域高規格道路として、磐越自動車
道及び会津縦貫南道路と一体となり、高速交通ネットワークを形成します。

若松北バイパス（4-2工区）は、会津縦貫北道路と国道１１８号若松西バイパスを結ぶ区間
であり、主要渋滞箇所が２箇所存在するため、本工区を整備することで会津縦貫北道路と会津
若松市街及び南会津地方とのアクセス性を向上し、市街地の渋滞緩和や大規模災害時における
広域的な避難や緊急物資等の輸送を可能にする災害に強い交通体系の確保を図ります。

（２）事業概要
事業着手 平成２８年度
計画内容 改良工

Ｌ=３,２00m
Ｗ=14.0(２０.５)m

（３）令和元年度の事業内容
都市計画変更
用地測量 N=１式
構造物詳細設計 N=１式

○現場のポイント
工事着手に向けて、測量調査及び設計

を推進します。

平成28年4月1日事業化
若松北バイパス

延長3.2km

平成28年4月1日事業化
若松北バイパス

延長3.2km

事業化

調査中

事業化

会津縦貫北道路
●整備状況

【１工区】

・平成２３年１１月 喜多方IC～塩川IC間開通

【２工区】

・平成２１年１０月 塩川IC～湯川北IC間開通

【３工区】

・平成２５年９月 湯川北IC～湯川南IC間開通

【４工区】

・平成２７年９月 湯川南IC～会津若松北IC間開通

【若松北バイパス（４－２工区）】

・平成２８年２月 都市計画決定

・平成２８年４月 事業化

整備概要



事業概要
（２）地域の産業振興を支援し、様々な交流を促進するみちづくり

●会津縦貫南道路（会津若松市）【２工区】

○交通ネットワークの構築を図ります。
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位置図

写真①：
観光シーズン中の国道渋滞状況

写真②：
降雪による国道渋滞状況

（１）事業の目的
会津縦貫南道路は、会津若松市から南会津町に至る延長約50kmの地域高規格道路で

あり、県土の骨格となる６本の連携軸の一つである会津軸の役割を担う道路として高速交
通ネットワークを形成する路線です。

２工区は、会津若松市内の延長約１０ｋｍの区間であり、会津縦貫南道路の整備により
以下の効果が期待されます。
・災害に強い道路ネットワーク
・地域相互の交流等の促進
・地域生活の安定
・地域の活性化

○令和元年度の事業概要

調査事業

○現場のポイント
早期事業化に向けて、調査を進めていきます。

現在の状況

① ②



事業概要

位 置 図

現在の状況

●都市計画道路藤室鍛治屋敷線（会津若松市新横町） 【新横町工区】

○交通ネットワークの構築を図ります。

（２）地域の産業振興を支援し、様々な交流を促進するみちづくり

至 三島町

至 三島町

64

（１）事業の目的
本路線は、中心市街地を東西に結ぶ重要な

幹線道路であり、都市内の交通体系の確立と
交通混雑の緩和を図ります。

（２）事業概要
事業着手 平成２７年度
計画内容 改良工

Ｌ=１１８．３m
Ｗ=6.0(16.0)m

（３）令和元年度の事業内容

埋蔵文化財調査 Ｎ＝１式

○現場のポイント
工事着手に向けて、埋蔵文化財の
を調査を実施します。

都市計画道路 藤室鍛治屋敷線
全体計画 L=２．１ｋm 

（主）会津若松三島線

新横町工区 L=１１８.３m
W=6.0m（16.0m）

新横町工区 L=118.3m

W=6.0（16.0）m



事業概要

○サイクリングロードの整備を図ります。

（２）地域の産業振興を支援し、様々な交流を促進するみちづくり

●会津若松熱塩温泉自転車道線
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（３）令和元年度の事業内容

自転車道整備 L=0.6km
用地補償
サイン整備

（２）事業概要
事業着手 平成8年度
計画内容 自転車道整備

L=48.4km
（若松管内 L=26.9km）

W=2.0(3.0)m

（１）事業の目的
会津盆地の景観拠点を結ぶ自転車道の整備により、広域観光の支援を図るとともに、

県民の心身の健全な発達や健康の増進に寄与することを目的とします。

位 置 図

整備状況 ①

整備予定地

①

② 自転車道整備
L=0.6km

※イメージ図 ②

※函渠予定地

至 会津若松

至 喜多方

至 喜多方

至 会津若松



（３）豊かな自然や美しい風景、歴史・文化など地域の特性を活かしたおもてなしのまち（地域）づくり

事業概要

（３）地域の特性を活かしたおもてなしのまち（地域）づくり

○会津らしいまち（地域）づくりを進めます。

●国道２５２号（会津若松市七日町）【七日町工区】
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（２）事業概要
事業着手 平成24年度
計画内容 電線共同溝 無散水消雪

L=900m
W=5.5m(6.0)m           

（１）事業の目的
国道252号会津若松市七日町地内は、会津若松市中心市街地に位置する幹線道路です。

沿道には市景観協定地区として歴史的景観指定構造物が立ち並び、歴史的景観の保全に努
めています。電線類地中化及び歩車道部の無散水消雪を行うことで、安全で快適な歩行空
間の確保、歴史的景観及び都市防災の向上、賑わいの創出を図ります。

（３）令和元年度の事業内容

電線共同溝 L=1２５．５m

整備前（七日町駅付近）位置図

全体計画 L=900m W=5.5(6.0)m

整備後（七日町駅付近）



橋カード第二弾について
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事業概要

○会津らしいまち（地域）づくりを進めます。

道普請実施例（吉尾峠）

●越後街道（束松峠）・銀山街道（銀山峠、美女峠、吉尾峠）
【歩く県道としての整備】

（１）事業の目的
これまで未整備のため交通不能区間となっ

ていた旧街道を「歩く県道」として歴史を体
感できるような整備を行い、人的交流の拡大
により地域の活性化を図ります。

（３）令和元年度の事業内容
銀山街道を活用して地域を元気にす

る会や、地元のボランティアの皆様と
一緒に、「手作業を主とした、持続可
能な施工方法による街道修繕（道普請
）」を実証実験として行います。

（２）事業概要
事業着手 平成２３年度
実施場所 越後街道（束松峠）

銀山街道（銀山峠、美女峠、吉尾峠）

「美女峠ウォーキング大会」の様子

美女峠は銀山街道の一部で、銀や
塩の運搬路として利用されてきまし
た。街道を歩行者が安全・安心に通
行できるよう、今回の道普請のよう
な対策が必要となります。

（３）豊かな自然や美しい風景、歴史・文化など地域の特性を活かしたおもてなしのまち（地域）づくり

地域の皆様との意見交換会

施工前

道普請
（みちぶしん）

完了



（３）豊かな自然や美しい風景、歴史・文化など地域の特性を活かしたおもてなしのまち（地域）づくり

事業概要

○会津らしいまち（地域）つくりを進めます。

●会津高田会津本郷線（会津美里町宮林）【宮林工区】
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（２）事業概要
事業着手 平成24年度
事業完了 ２０２０年代前半
計画内容 無散水消雪、交通安全施設工

L=２00m
W=８.０(１２.0)m           

（１）事業の目的
会津高田会津本郷線 会津美里町宮林地内は、会津仏教文化の発祥地で旧会津高田町の

シンボルである「伊佐須美神社」沿いの県道であり、町道2008号線と接続する都市計画
道路に位置づけされた箇所です。毎年、神社で開催されるあやめ祭・お田植え祭等のイベ
ントで約120万人の参詣者、観光客が神社に来訪していますが、歩道が未整備であり、歩
行者が車道を歩行し危険な状況にあります。また、冬期間はスリップ事故等が多発してい
る状況にあります。県道の無散水消雪を行うことで、安全で快適な歩行空間の確保、歴史
的景観及び都市防災の向上、賑わいの創出を図ります。

（３）令和元年度の事業内容

無散水消雪施設 L=200ｍ

整備前（伊佐須美神社付近）排雪作業

整備前（伊佐須美神社付近）

位置図

全体計画 L=200.0m
W=8.0(12.0)m

消雪井戸工



事業概要

○地域の観光を促進するための環境整備を進めます。

（３）豊かな自然や美しい風景、歴史・文化など地域の特性を活かしたおもてなしのまち（地域）づくり

●前ノ沢【ヒメマス産卵環境整備】

位 置 図
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（２）事業概要
事業着手 平成３０年度
事業箇所 前ノ沢、沼沢湖
計画内容 魚道設置 N=４基

遊歩道整備 L=３００ｍ
河川内遊歩道整備 L=150m

（１）事業の目的
沼沢湖に生息するヒメマスの産卵に適

した環境を地元漁業協同組合、金山町、
地域住民と協力して整備します。同時に
、遡上・産卵の様子を観察することので
きる親水スポットとしての整備も進める
ことで観光への活用を図り、地域活性化
に寄与します。

これまでの取り組み

河床撹拌・
玉砂利敷均し

学習型魚道の
整備

（３）令和元年度の事業内容
下流側の遊歩道整備にも着手し、より

安全にヒメマスを観察出来る環境を整備
します。また、上流側の落差工箇所への
魚道整備も実施していきます。

H30魚道整備
（左写真）

沼
沢
湖

前ノ沢

遊歩道整備

施工箇所（前ノ沢）

案内看板

河川内遊歩道

転落防止柵

遊歩道

H31魚道整備

整備イメージ



事業概要

○地域の観光を促進するための環境整備を進めます。

（３）豊かな自然や美しい風景、歴史・文化など地域の特性を活かしたおもてなしのまち（地域）づくり

●【ビューポイント整備】
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（２）事業概要
事業着手 令和元年度
事業箇所 柳津町、三島町、金山町
計画内容 伐木、ビュースポット整備、

遊歩道整備等
ソフト対策（協議会運営、美
化活動等）

（１）事業の目的
只見川とJR只見線沿いの美しい自然景

観が眺望できるビュースポットの整備や
視界の妨げになる雑木除去等を関係機関
と連携して行うことで、より魅力ある自
然景観を創出し、奥会津地域の活性化を
図ります。

（３）令和元年度の事業内容
滝谷川橋梁（柳津町）、第二橋梁（三島町）において、

視界を遮る雑木の伐採やビュースポットを整備します。
大志地区（金山町）において、遊歩道（既存施設一体）

を整備し、更なる魅力の向上を図ります。

滝谷川橋梁

第１橋梁
整備済

第２橋梁第３橋梁

第４橋梁

第５橋梁

第６橋梁
（計画外）
ダム展望台あり

・伐採
・ﾋﾞｭｰｽﾎﾟｯﾄ

・伐採
・伐採（町）

・伐採
・駐車場整備

・伐採
・ﾋﾞｭｰｽﾎﾟｯﾄ

位 置 図

雑木伐採

第1橋梁
第2橋梁

ﾋﾞｭｰｽﾎﾟｯﾄ整備



事業概要

●国道２５２号（大沼郡金山町大字本名）【本名バイパス 】

（２）事業概要
事業着手：平成22年度、事業完了：２０２０年代初頭
計画内容：改良工 L=2,680m W=6.0(8.0)m

（１）事業の目的
当該区間の現道は、本名発電所堤体上のクラ

ンク部等の線形不良箇所や、本名スノーシェッ
ド内の幅員狭小区間のため、著しく交通の支障
となっていることに加え、道路構造物の老朽化
や平成２３年新潟福島豪雨による浸水被害等、
道路交通上の大きな障害となっています。この
ため、バイパス化を図ることで、安全かつ円滑
な交通を確保することを目的としています。

本
名
ダ
ム
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（３）令和元年度の事業内容

(仮称)本名トンネル工事 Ｌ=1,429ｍ
(仮称)本名橋上部工工事 Ｌ= 219ｍ
(仮称)霧来沢橋上部工工事 Ｌ= 161ｍ
道路改良 L=820ｍ

○現場のポイント
自然豊かな周辺環境をはじめ、只

見川の河川条件や日常生活交通等に配
慮した工事を行います。

国道２５２号

至

新
潟

至

会
津
若
松

位 置 図

④

②

③

⑤

①

至 新潟

現在の状況 写真①

全体計画 L=2,680m W=6.0(8.0)m

道路改良 写真③

至 会津若松

(仮称)霧来沢橋 写真④

至 新潟県

(仮称)本名トンネル

至 会津若松

写真⑤

写真②(仮称)本名橋

至 会津若松

（4）会津地方の「復興」と「地方創生」

（4）会津地方の「復興」と「地方創生」



事業概要

現在の状況

●国道２５２号（大沼郡金山町大字水沼）【水沼工区】

至 新潟

至 会津若松

至 会津若松

至 新潟

全体計画 Ｌ＝2,310m W=6.5(8.5)m

位 置 図

只見川 →

至

新
潟

至

会
津
若
松

（２）事業概要
事業着手 平成２６年度
事業完了 ２０２０年代初頭
計画内容 改良工

L ＝ 2,310m
W ＝6.5(8.5)m

（１）事業の目的
当該区間の現道は、小さく屈曲したカーブ

等、脆弱な道路構造と相まって、降雪に伴い
年間を通じて安全かつ円滑な交通の確保が難
しい状況にあります。また、平成２３年７月
の新潟福島豪雨に伴い迂回路のない国道252
号が冠水した結果、陸の孤島となり安心安全
な日常生活が脅かされました。このため、当
該地域の基幹的役割を果たすべく幹線道路の
整備を目的としています。

（３）令和元年度の事業内容

道路改良 L=1,870ｍ

○現場のポイント
小さく屈曲した区間や、平成23年7月

の新潟福島豪雨で冠水した区間を対象に
工事に着手することで、現道の抱える隘
路の解消を計画的に推進します。

また、只見川と並行する現道の改良工
事となることから、施工時における交通
の確保に配慮した工事を行います。

冬期間の状況

豪雨による冠水後

（4）会津地方の「復興」と「地方創生」

平成３１年度 L=1,870m

整備状況

至 会津若松

至 新潟

72



事業概要

位 置 図

●国道４００号（大沼郡昭和村大字大芦）【舟鼻工区】
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（２）事業概要
事業着手 平成２２年度
事業完了 ２０２０年代初頭
計画内容 改良工

L=2,239m
W=5.5(7.0)m

（１）事業の目的
対象箇所は急カーブ、急勾配が続き、幅員

も狭く、すれ違いが困難となっています。
そのため、拡幅工事により現道隘路を解消

し、地域間の連携・交流、救急医療の支援、
日常生活の利便性の向上を図ります。

至 金山

（４）会津地方の「復興」と「地方創生」

全体計画 Ｌ＝2,239ｍ Ｗ＝5.5（7.0）ｍ

１工区 L=1,517ｍ２工区 L=722ｍ

至南会津

（３）令和元年度の事業内容

道路改良 Ｌ＝６２８ｍ

○現場のポイント
現場は幅員が狭いことから、限られ

た範囲内で施工可能な工法を選定し、
常時交通を確保して工事を行います。

また段階的に工事を行うことで、部
分的に完成させて早期効果発現を目指
します。

至 南会津

施工中の状況

現在の状況



事業概要

位 置 図

現在の状況

●国道４０１号（大沼郡昭和村大字大芦）【大芦工区 】

Ｐ

（２）事業概要
事業着手 平成２６年度
事業完了 ２０２０年代初頭
計画内容 改良工

L=１,１３８m
W=６.０(８.0)m

（１）事業の目的
対象箇所は、現道の幅員が狭く、急カー

ブおよび急勾配区間もあることから、バイ
パス整備により現道隘路区間を回避して、
安全かつ円滑な交通を確保します。また、
集落を通過する交通を排除することで地域
内の安全性向上を図ります。

（３）令和元年度の事業内容

道路改良 Ｌ＝３６０ｍ

○現場のポイント
自然豊かな地域において、人家に近

接して工事を実施するため、騒音、振
動および第三者に対する安全対策に配
慮した工事を行います。

全体計画 Ｌ＝１,１３８ｍ Ｗ＝６.０（８.０）ｍ

至南会津

至

会
津
若
松
市

至 南会津

至 会津若松
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（4）会津地方の「復興」と「地方創生」



事業概要

●国道４０１号（昭和村・会津美里町）【博士峠工区】
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（２）事業概要
事業着手 平成２６年度
事業完了 ２０２０年代中頃
計画内容 改良工

L=７.５ｋm
W=6.0(8.0)m

（１）事業の目的
博士峠部の道路改良を実施することにより、

安全で円滑な交通を確保するとともに、冬期通
行止を解消し、昭和村と会津若松市の連絡機能
強化及び救急医療機関へのアクセス向上を図る
ことを目的としています。

国道401号

新宮川ダム

宮川ダム

会津美里町

至

南
会
津

至

会
津
若
松

昭和村

柳津町

冬期間交通不能区間 Ｌ＝15.7km

現在の状況

（３）令和元年度の事業内容

道路改良 L＝3,000m
トンネル工 L＝4,503ｍ
橋梁工 N＝６橋

○事業の効果
①冬期間通行止の解消及び救急医療機関

搬送時間の短縮
②災害時避難ルートの確立
③地域振興の発展

○現場のポイント
道路改良は、現道敷を極力使用し、自然改

変、環境負荷が小さい工法を採用。
トンネル工は、事業の早期完成を目指し、

両側からトンネルを掘削する工法を採用。

位 置 図

（4）会津地方の「復興」と「地方創生」

施工状況

昭和側ゲート 会津美里側ゲート

全体計画 L=7.５km W=6.0(8.0)m

アースシェッド下部工 昭和側トンネル坑口付近



事業概要

【会津若松建設事務所 Facebook】
https://www.facebook.com/AizuwakamatsuKensetsu/

４．情報の提供など

●ホームページ・Facebook・奥会津シンフォニーロード

【会津若松建設事務所ホームページ】
https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41340a/
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掲載中の情報

・通行規制情報
（冬期通行止め等）

・道路パトロール情報
・入札情報
・工事情報
・報道発表資料

（起工式等）

・東山ダムの情報
・会津レクリエーション公園

の情報
ほか

掲載中の情報

・通行規制情報
（冬期通行止め等）

・工事情報
・報道発表資料

（安全祈願祭等）

・所内職員の活動
（若建祭倶楽部やってみっ会等）

ほか

５．会津から元気を発信します。

施工箇所

【奥会津シンフォニーロード】
https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41340a/sinfonyroad.html

時速50km/hで走行すると、

「カントリーロード」
が流れます♪

県内初の施工事例です！

※詳細情報は、ホームページを
ご覧ください。

会津から元気を発信します



事業概要

【H３０年度の主な取り組み内容】
①小学生への道路除雪に関する出前講座の実施
②高校生への課外授業（建設業魅力向上ＰＲ）の実施（土木）
③フォトコンテストの開催～カレンダー作成
④各種イベントでの「カフェdeどぼく」の出店
⑤その他（インターンシップetc… ）

●Change!どぼく実行委員会

○建設業の魅力向上を目指し、様々な活動を行います。

建設業の評価向上に向けた取り組み

６．建設業の魅力向上に向けた取り組み
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事業概要

●會津 美Ｌａｄｙ

○建設業の評価向上を目指し、様々な活動を行います。

建設業の評価向上に向けた取り組み

６．建設業の評価向上に向けた取り組み
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キャラクター

○會津 美Ｌａｄｙについて
女性技術者の会「會津 美Lady」は、

平成26年9月8日に建設業全般について、
女性の視点で検証・分析し、改善点を提案
していく目的で設立されました。

構成メンバーは、福島県建設業協会若松
支部・宮下支部に所属する企業で勤務する
女性技術者と福島県会津若松建設事務所の
女性技術職員です。

○H３０年度の主な取り組み内容
①建設業についての課外授業を磐梯中学校で開催しました。
②ふくしま“けんせつ・どぼく女子”座談会を会津工業高校で開催しまし

た。

○會津美Lady公式のフェイスブックページを
開設しました。

https://www.facebook.com/aidubilady/

➁①


